



















































年度の重点対策　　3 か年で 800 億円を計上）
1. 介護サービス基盤整備， 2. 在宅療養の推進，
3. 認知症対策の総合的な推進，4. 高齢者の住ま
いの確保，5. 介護人材対策の推進，6. 地域社会
を支える担い手としての高齢者支援を挙げてい
る。
◇ 新田医師は医師会による地域ケアへの意識
　 変革の必要性が提案された
　医師には医療モデルから生活モデルへの意識変
革が必要。地域ケア会議の参加と中身の検討，在
宅での終末医療への参加を行う。医師会の意識の
変革が必要である。また訪問看護が重要であり今
後は在宅死が増える。地域でどう看取るかに論点
を置くべきである。
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◇ ―参加者の声―
　現場からは介護保険制度の見直しに関する疑問
があった。介護予防の変更，施設介護を介護度 3
以上とするなどの変更に疑問も出された。
・医療と介護の連携についてＭＳＷをしているの
で苦い経験がある。退院支援を行う中で在宅以
降の不安を感じる。在宅スタッフにバトンを繋
ぐことが出来ていない現状もある。意見交換の
アイデアを持ち帰りたい。
・小平市ではどう進めようとしているのか？多方
面の連携が必要で，行政のリードやコーデイネ
ネイト力が大切と思われる。
・予防給付が市町村に移行されて訪問介護や通所
介護が打ち切られたらその人はどうすればよい
のか？専門職がする介護をボランテイアにでき
るのか？
・地域で家族介護者を支援している。「自分の人
生を自分で決めたいとそれに沿った医療を望
む」という意見があるが，「いつまでも専門的
医療を望む」という意見もある。医療にも限界
があることなどについて市民も医療学習が必要
である。
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